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２０２4年 5月 5日（日）礼拝メッセージ 

聖書箇所：エレミヤ書 31章 23～３０節（エレミヤ書講解説教 58回目） 

タイトル：「あなたのたましいを満たす神」 

エレミヤ書 31章から学んでいますが、きょうは、この 31章 23～30節から、「あなたのた

ましいを満たす神」というテーマでお話します。25 節に「わたしが疲れたたましいを潤し、すべ

てしぼんだたましいを満ち足らせるからだ。」とあります。前回の箇所で、主はご自身のもとに

立ち返るイスラエルの民に一つの新しいことを創造されると約束されました。それは何ですか。

それは 22 節にあるように、「女の優しさが一人の勇士を包む」ようになるということです。こ

れは女であるイスラエルが、一人の勇士である主を求めるようになるということでした。それ

まではまったく自分のことしか考えられなかった者が、神を求めるようになるのですから。そ

んなイスラエルを神は祝福してくださいます。主が疲れたたましいを潤し、すべてのしぼんだた

ましいを満ち足らせてくださるからです。あなたのたましいはいかがですか。疲れていません

か。しぼんでいませんか。主はそんなあなたのたましいを満ち足らせてくださるのです。 

Ⅰ．わたしが彼らを元どおりにする（23-26） 

まず、23～26節をご覧ください。「23 イスラエルの神、万軍の【主】はこう言われる。「わた

しが彼らを元どおりにするとき、彼らは再び次のことばを、ユダの地とその町々で語る。『義の

住まい、聖なる山よ、【主】があなたを祝福されるように。』24 ユダとそのすべての町の者は

そこに住み、農夫たちも、群れを連れて回る者たちも一緒に住む。25 わたしが疲れたたまし

いを潤し、すべてのしぼんだたましいを満ち足らせるからだ。」26 ここで、私は目覚めて、見

回した。私の眠りは心地よかった。」 

ここからユダ、イスラエルに対する回復のメッセージが語られます。「わたしが彼らを元どお

りにするとき」とは、バビロンによって破壊されたユダの町々を元通りにする、ということです。

そのとき、ユダの町々は主によって回復し、復興し、再び繁栄を取り戻すことになります。その
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とき彼らはユダの地とその町々で、次のように語ることになります。「義の住まい、聖なる山よ、

主があなたを祝福されるように。」。 

  「義の住まい」とは、具体的にはエルサレムの神殿のことです。また、「聖なる山」とは、シオン

の山のこと、つまり、エルサレムのことです。ですから、この「義の住まい」と「聖なる山」という

語は同義語で使われているわけです。かつてエルサレムには神殿が建っていましたが、バビロ

ンの王ネブカドネツァルによって前586年に完全に破壊されてしまいました。それが元どおり

になるというのです。具体的には、70 年の捕囚の期間を経て南ユダは祖国を取り戻し、復興

するということです。神殿も再建されます。それは預言者エレミヤによって預言されていたこ

とでした。つまり、神の預言は必ず成就するということです。 

24 節をご覧ください。「ユダとそのすべての町の者はそこに住み、農夫たちも、群れを連れ

て回る者たちも一緒に住む」。エルサレムに帰還し元通りの生活を営むようになるということ

です。いったいどうしてそのようなことになるのでしょうか。 

25 節にこうあります。「わたしが疲れたたましいを潤し、すべてのしぼんだたましいを満ち

足らせるからだ。」それは帰還民が頑張ったからではありません。ここにはひらがなで「わたし

が」とありますが、聖書にひらがなで「わたし」とある時は、主なる神のことを指して言われてい

ます。つまり、主が彼らの疲れたたましいを潤し、すべてのしぼんだたましいを満ち足らせてく

ださるからです。あくまでも、主語は「わたし」なのです。この主語が大切です。誰が回復を与え

てくださるのかというと、「わたし」であるということ、「主」であるということです。これは 23

節でも言われていることです。「イスラエルの神、万軍の主はこう言われる。「わたしが彼らを元

どおりにするとき・・」。イスラエルの神、万軍の主が彼らを元通りにしてくださいます。勿論、ユ

ダの民も頑張ったでしょう。あの 3.11 の後で「ガンバレ！東北」を合言葉に震災復興に取り組

んだように、「ガンバレ！イスラエル」を合言葉に、必死に復興に取り組んだことでしょう。でも、

彼らの頑張りだけではどうすることもできませんでした。「わたしが彼らを元どおりにするとき」

とあるように、そこに主が働いてくださったから、主がそれを成し遂げてくださったので出来

たのです。私たちの働きではなく、徹頭徹尾、主の働きによるのです。自分の罪の結果、自分の
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人生、自分の家庭、自分の持ち物、自分の何もかもすべて失ってしまった、台無しにしてしまっ

たという人がいるなら、ここから慰めを受けてほしいと思います。自分でその失ったものを取

り戻そうものなら、自分でその壊れたものを修復しようものならとても無理だと諦めるしかな

いでしょう。でも、神があなたを元どおりにしてくださいます。神があなたの繁栄を取り戻して

くださるのです。ここに希望があります。彼らの回復は神主導であったということです。そのこ

とを忘れないでください。あなた主導ではありません。わたし主導でもない。神主導なのです。

神主導ならば、神が成し遂げてくださいます。私たちはただ神に任せればいいのです。神には

おできにならないことは一つもありません。無から有を創造された方は、あなたが失ったもの

を元どおりにすることができるのです。 

ヨブはまさにそうでした。彼はすべてのものを失いました。自分の家族、財産、健康、何もか

も。それは彼の罪によってではなく、神から与えられた試練によってでしたが、後に彼はその目

で神を見たとき、ちりと灰の中で悔い改めました。すると主はヨブを元どおりにされました。主

はヨブの財産をすべて、二倍にされたのです。その時、ヨブはこのように祈りました。「あなた

には、すべてのことができること、どのような計画も不可能ではないことを、私は知りました。」

(ヨブ 42:2) 

  そうです、神にはどんなことでもおできになります。どのような計画も不可能ではありませ

ん。だから神は、あなたが失ったものを元どおりにすることができるのです。 

特に 25 節には、「わたしが疲れたたましいを潤し、すべてのしぼんだたましいを満ち足らせ

る」とあります。神だけが、あなたのたましいを潤すことができます。神だけが、あなたのしぼ

んだたましいを満たすことができるのです。この世の何であろうと、また誰であろうと、あなた

のたましいを完全に潤すことができるものはありません。ただ神だけが満たすことができるの

です。 

ヨハネ 4 章 13～14 節にこうあります。「この水を飲む人はみな、また渇きます。しかし、わ

たしが与える水を飲む人は、いつまでも決して渇くことがありません。わたしが与える水は、そ
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の人の内で泉となり、永遠のいのちへの水が湧き出ます。」これはイエスのことばです。イエス

はある日サマリヤのスカルという所で、たましいに飢え渇いた、一人の女の人に出会いました。

その女の人はかつて人生の幸せを求め 5 回も結婚しましたが、その心は満足を得ることはで

きませんでした。しかし、泉のほとりでイエスに出会い、イエスと話し合い、イエスを信じたとき、

飢え渇いたたましいを、いのちの水で満たしていただくことができました。イエス・キリストは

たましいを満たすことができるお方なのです。イエス・キリストだけが、あなたの疲れたたまし

いを潤し、疲弊しきったしぼんだたましいを満ち足らせることができるのです。だからイエスは、

このように言われたのです。「すべて疲れた人、重荷を負っている人はわたしのもとに来なさ

い。わたしがあなたがたを休ませてあげます。」(マタイ 11:28) 

皆さん、遠慮する必要はありません。あなたのたましいを完全に満たすことができるイエス

が、あなたを招いておられるのです。「すべて疲れた人、重荷を負っている人はわたしのもとに

来なさい。」と。「わたしがあなたを休ませてあげます」と。いや、私のような者はとても無理で

す。あなたの前には出られるような者ではありません。だって私はこんな者ですから・・・。過去

にこんなことをやったんですよ。そんな者が赦されるはずがないじゃないですか・・。でも、あな

たが疲れていると自覚しているなら、あなたが病んでいると自覚しているなら、イエスのもと

に行ってください。イエスがあなたを休ませてくださいますから。なぜなら、イエスはまさにそ

のような人のために来られたのですから。イエスはこう言われました。「医者を必要とするのは、

丈夫な人ではなく病人です。わたしが来たのは、正しい人を招くためではなく、罪人を招くた

めです。」(マルコ 2:17) 

 丈夫な者に医者はいりません。医者を必要とするのは丈夫な者ではなく罪人です。イエスは、

その罪人のために来られたのです。もしあなたが罪人であると自覚しているなら、もしあなた

が自分は病んでいると自覚しているなら、もしあなたが疲れていると自覚しているなら、イエ

スのもとに来てください。イエスがあなたを休ませてあげます。イエスがあなたのたましいを潤

し、あなたのしぼんだたましいを満ち足らせてくださいます。あなたのたましいを潤すことが

できるのは、あなたのたましいの救い主、イエス・キリストだけなのです。 
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ユダの民は、バビロン捕囚によってすべてを失ってしまいました。親も、子も、孫も、財産も、

国も、すべてです。でも一つだけ失わないものがありました。何ですか?そうです、神です。彼

らは神だけは失いませんでした。神を失うと希望はありません。でも、すべてを失っても神を失

わなければ希望があります。そしてあなたが神を信じるなら、あなたは神を失うことは決して

ありません。どんなことがあっても、神はあなたを見捨てることはないからです。いつまでもあ

なたと共にいてくださいます。それが、聖書が約束していることです。だからあなたには希望

があるのです。あなたが本当に神を信じているなら、あなたがイエス・キリストを信じて救われ

ているなら、あなたがクリスチャンなら、神はいつまでもあなたとともにいてくださいます。こ

れが私たちの希望です。 

26 節をご覧ください。「ここで、私は目覚めて、見回した。私の眠りは心地よかった。」「私」

とはエレミヤのことです。ここでエレミヤは目を覚ましました。彼は夢の中で神から啓示を受け

ていたのです。それは心地よかったとあります。なぜそんなに心地よかったのでしょうか?ぐっ

すり眠ることができたということもあるでしょうが、それよりも、今回の啓示は祝福のメッセー

ジだったからです。これまではずっとイスラエルに対してさばきのメッセージばかりだったのに、

今回は祝福のメッセージでした。さばきのメッセージを語ることはタフなことですが、祝福のメ

ッセージを語ることは心地よいことです。エレミヤはユダの民イスラエルに対して、主が彼らを

元どおりにするという祝福のメッセージを語ったのです。 

Ⅱ.今度は、彼らを立て直し、また植える(27-28) 

次に、27～28 節をご覧ください。「27 「見よ、その時代が来る──【主】のことば──。そ

のとき、わたしはイスラエルの家とユダの家に、人の種と家畜の種を蒔く。28 かつてわたしが、

引き抜き、打ち倒し、打ち壊し、滅ぼし、わざわいを下そうと彼らを見張っていたように、今度

は、彼らを建て直し、また植えるために見張る──【主】のことば──。」 

  ここからは、エレミヤが目を覚ましてから語った預言です。「見よ、その時代が来る」。これは

世の終わりに起こることを示す特徴的なことばです。それは、イエス・キリストが王の王、主の主、
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さばき主として再びこの世に来られる時のことです。そのとき、主はイスラエルの家とユダの

家に何をなさいますか。そのとき、主はイスラエルの家とユダの家に、人の種と家畜の種を蒔

かれます。どういうことでしょうか? 

28 節には、「かつてわたしが、引き抜き、打ち倒し、打ち壊し、滅ぼし、わざわいを下そうと

彼らを見張っていたように、今度は、彼らを建て直し、また植えるために見張る」とあります。

「かつて」とは、以前にとか、過去においてという意味です。かつて主はイスラエルの民を引き

抜き、打ち倒し、打ち壊し、滅ぼし、わざわいをくだそうと見張っておられましたが、今度は違

います。今度は彼らを立て直し、また植えるために見張られます。それはアッシリアとバビロン

捕囚によって成就しましたが、今度は、そんな彼らを立て直し、また植えるために見張られるの

です。覚えていますか、エレミヤが召命を受けた時、主は、「引き抜き、引き倒し、滅ぼし、建て、

また植えるために」（1:10）と言われましたが、主がイスラエルに計画しておられたことは引き

抜き、引き倒し、滅ぼすことだけでなく、立て直し、再び植えることであったのです。つまり、彼

らが引き抜かれたのは、これは具体的にはバビロンに捕囚のことですが、バビロンによって彼

らを滅ぼすためではなく、そこから彼らを解放してエルサレムに帰還させるため、すなわち、新

たに植えるためであったのです。それと同じようなことが世の終わりにも起こります。キリスト

が再び来られる時、彼らは建て直されることになるのです。 

それは遠い未来のことではありません。というのは、もう既に 1948年 5月 14日にイスラ

エルが国家として認められたからです。1900年もの間流浪の民として世界中に散らされてい

たユダヤ人が祖国に帰還し、建国を果たしたのです。それは全く考えられない出来事でしたが、

その考えられないことが実際に起こったのです。どうしてそのようなことが起こるのでしょう

か。それはここにそうなると預言されていたからです。イスラエルの家とユダの家は、建て直さ

れ、また植えられると。 

でも、この預言はイスラエルが国として建て直されるということだけでなく、さらにその後に

起こることも示しています。すなわち、キリストが再臨する時、彼らの先祖がやりで突き刺した
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キリストを自分たちがメシヤとして認め、悔い改めて信じるようになるということです。こうし

てイスラエルはみな救われるという聖書の預言が実現することになります。それがローマ人へ

の手紙 11章で言われていることです(11:26)。近い将来、その日が必ずやって来ます。 

であれば、私たちはそれに備えていなければなりません。それに備えるとはどういうことか

というと、ここに「今度は、彼らを立て直し、また植えるために見張る」とあるように、たとえ今

あなたの人生が引き抜かれ、打ち倒され、打ち壊されているようであっても、神は再び建て直

し、また植えてくださると信じて、ただ神のみこころを求めて歩まなければならないというこ

とです。 

Ⅲ．だれでも、酸いぶどうを食べる者は歯が浮く(29) 

最後に 29～30 節をご覧ください。その日には、イスラエルの家が建て直され、植えられる

だけではありません。だれでも、酸いぶどうを食べる者は歯が浮く、と言うようになります。

「29 その日には、彼らはもはや、『父が酸いぶどうを食べると、子どもの歯が浮く』とは言わな

い。30 人はそれぞれ自分の咎のゆえに死ぬ。だれでも、酸いぶどうを食べる者は歯が浮くの

だ。」 

ここにも「その日には」とあります。これも未来的預言です。その日にはどんなことが起こる

のでしょうか。「その日には、彼らはもはや、『父が酸いぶどうを食べると、子どもの歯が浮く』

とは言わない。」どういうことでしょうか?これは当時よく使われていた格言、ことわざです。エ

ゼキエル書 18章2～4節にもありますが、父が(親が)犯した罪のために、子どもが苦しむ、と

いう意味のことわざです。日本のことわざにも「親の因果が子に報い」ということばがあります

が、これと同じです。たとえば、自分が何らかのわざわいを受けるとき、自分は何も悪いことを

していないのにどうしてこういうことになるのかと原因を究明して、それを親のせいにするの

です。親が悪いからこんなことになったんだと。これは実際、捕囚の民として連れて行かれたユ

ダの民が使っていました。彼らは自分たちが捕囚になったのは先祖たちのせいだと嘆いてい

またのです。自分たちが悪いんじゃない。悪いのは親たちで、親のせいでこんな目に遭ってい
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るんだと。確かにそういう面もありますが、でも子どもたち自身も罪を犯しているというのも

事実でした。 

でもその日には、「父が酸いぶどうを食べると、子どもの歯が浮く」とは言わないで、こう言

うようになります。「人はそれぞれ自分の咎のゆえに死ぬ。だれでも、酸いぶどうを食べる者は

歯が浮くのだ。」と。これは申命記 24 章 16 節で言われていることです。「父が子のために殺

されてはならない。子が父のために殺されてはならない。人が殺されるのは自分の罪過のゆ

えでなければならない。」父が子のために殺されたり、子が父のために殺されたりということ

があってはなりません。人が殺されるのは自分の罪のためであって、父親や子供の犯した罪の

ためではないからです。 

  これは世代間における罪の報いは存在しないということを示しています。日本人ではこのよ

うな考えが根強くあります。先祖代々いろいろな汚れを背負って来ているからたたりがあるん

だからと、何かお清めをしないといけない。御祈祷もしてもらわないと。お祓いをしなければ

ならない。そう考えるのです。これが人間の作った宗教です。そのような人間のことわざや考

えに付け込んで、人間がそれをビジネスにするのです。それが宗教です。それがほとんどの日

本の古来の宗教や新興宗教に見られるものです。ここでは親と子の連帯責任が問われていま

すが、親子間において連帯責任はありません。ですから、クリスチャンはこのことをちゃんと理

解しておく必要があります。確かに親の悪い影響を子どもが受けることはありますが、でも必

ずしもそれによって子どもの歯が浮くわけではありません。子どもが不幸になるということは

ないのです。子どもには子どもの人格なり意志というものがあるので、悪い影響を受け入れる

かどうかは、子ども自身が決めなければならないことなのです。ですから、父が酸いぶどうを

食べると、子どもの歯が浮くことはありません。人はそれぞれ自分の咎のゆえに死ぬのです。

だれでも、酸いぶどうを食べる者は歯が浮くのです。 

それはイエス様が言われたことでもあります。イエス様が通りすがりに生まれたときから目

の見えない人をご覧になったとき、弟子たちはイエス様に尋ねました。この人が盲目で生まれ

たのは、だれが罪を犯したからですか。この人ですか。それともこの人の両親ですか。するとイ
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エス様はこう言われました。「この人が罪を犯したのでもなく、両親でもありません。この人に

神のわざが現れるためです。」(ヨハネ 9:3)そして地面に唾をして、その唾で泥を作られその

泥を彼の目に塗って、「シロアムの池で洗いなさい。」と言われました。すると彼見えるようにな

りました。 

であれば、問題は、その自分の咎をどのように清めるのかということです。というのは、だれ

も完全な人などいないわけで、人はみな自分の咎を負って生きているからです。だれでも、酸

いぶどうを食べるので、歯が浮くことになります。歯が浮くというのは入れ歯だからじゃない

のです。罪を犯すからなのです。人はそれぞれその咎のため死ななければなりません。どんな

に自分で清めようとしてもできません。どうしたらいいのでしょうか。 

ここに救いがあります。神はそんな私たちの咎を負うために、御子をこの世に送ってくださ

いました。それがイエス・キリストです。キリストはあなたが担い切れない罪、払いきれない贖い

の代価として、十字架で死んでくださいました。それは御子を信じる者が一人も滅びることな

く、永遠のいのちを持つためです。ヨハネ 3 章 16～18 節にこうあります。「16 神は、実に、

そのひとり子をお与えになったほどに世を愛された。それは御子を信じる者が、一人として滅

びることなく、永遠のいのちを持つためである。17 神が御子を世に遣わされたのは、世をさ

ばくためではなく、御子によって世が救われるためである。18 御子を信じる者はさばかれな

い。信じない者はすでにさばかれている。神のひとり子の名を信じなかったからである。」(ヨ

ハネ 3:16～18) 

ですから、あなたが御子イエスを信じるなら、あなたのすべての罪は赦されるのです。イザヤ

書 45 章 25 節に「わたし、このわたしは、わたし自身のためにあなたの背きの罪をぬぐい去

り、もうあなたの罪を思い出さない。」とありますが、あなたの罪はもう二度と思い出されるこ

とはありません。これが良い知らせ、これが福音です。その日には、彼らはもはや、父が酸いぶ

どうを食べると、子どもの歯は浮くとは言いません。人はそれぞれ自分の咎のために死にます。

でも、イエス・キリストを信じるなら、あなたの罪を贖うために十字架で死なれたキリストを見
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上げるなら、あなたは死ぬことはありません。神が御子を世に遣わされたのは、世をさばくた

めではなく、御子によって世が救われるためだからです。 

イギリスに、チャールズ・H・スポルジョンという牧師、伝道者がいました。彼は 1834年生ま

れですから、今から 190年も前の人です。200年近く昔の人なのに今も生きて語りかける偉

大なキリスト教の伝道者です。 

 彼は 15歳の時に信仰に入り、20歳の時にはロンドンでも有数な教会、ニューパーク・ストリ

ート教会の牧師になり、40年近く牧会して 1万3千人の大教会となりました。毎年平均438

人が新しくクリスチャンとなったと言われています。そして今でも彼の著した著書によって数

千、数万、何百万という人々が救われているという人です。彼が救われたということは世界的

に大きなことでした。 

 彼は吹雪きの日、家の近くの10人か15人ぐらいが集まっている小さな教会に行きました。

痩せ型の牧師が立ち上がって説教しました。スポルジョン一人に呼び掛けるように、「地の果て

のすべての者よ。わたしを仰ぎ見て救われよ。わたしが神である。ほかにはいない。」(イザヤ

45:22)「Look! Look! Look! 」と叫びました。スポルジョンは彼に向かってストレートに呼

び掛けるこの声を活ける神の声として受け止め、パチッと目を開けて十字架上のイエス・キリス

トに心の目を開けたのです。その日彼は救われました。そして彼を通して数限りのない人々が

救いに導かれるようになったのです。 

あなたも十字架のキリストに心の目を開いてください。イエス・キリストは、あなたを罪から

救うことができるお方です。この方以外には、だれによっても救いはありません。天の下でこ

の御名のほかには、私たちが救われるべき名は与えられていないからです。「地の果てのすべ

ての者よ。わたしを仰ぎ見て救われよ。」イエス・キリストを仰ぎ見てください。イエス・キリスト

は、あなたをすべての罪から救ってくださいます。「その日には」とありますが、今がその時な

のです。 


